
 
 

 
2024 年 1 月 18 日 

植物のちからと、ここちよさ。「肌を想う UV 対策」の日やけ止め 

ノエビア レイセラ UV クリーム 
ノエビア レイセラ UV ミルク 
ノエビア レイセラ UV ジェル 

2024 年 3 月 5 日発売   
ノエビアは、サンケアシリーズ「レイセラ」から、快適でやさしい使い心地と、UV カット力の強さを兼ね

備えた日やけ止め「ノエビア レイセラ UV クリーム」、「ノエビア レイセラ UV ミルク」、「ノエビア 

レイセラ UV ジェル」を 2024 年 3 月 5 日にリニューアル発売します。新たに採用されたアルファルファ

やマタタビ、マコンブを含め、厳選された 17 種類の植物&海藻エキス*1を配合。うるおいを与えながら、最高

レベルの UV カット力（SPF50+・PA++++）で、シミ・ソバカスや乾燥などの原因である紫外線（UV-A・

UV-B）から肌をしっかり守ります。また、密着プロテクトベール処方*2 を採用。高い密着性により日やけ止め効

果をキープしながら、快適でやさしい使い心地を追求しました。全国の販売店、通信販売にてご購入いただけます。 
 

【ブランドサイト】 https://www.noevir.co.jp/raysela/  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商品名 UV 耐水性 SPF 値・PA 値 容量 価格 

ノエビア レイセラ UV クリーム UV 耐水性★★ SPF50+・PA++++ 35g 
3,500 円 

（税込 3,850 円） 

ノエビア レイセラ UV ミルク UV 耐水性★★ SPF50+・PA++++ 70mL 
3,700 円 

（税込 4,070 円） 

ノエビア レイセラ UV ジェル UV 耐水性★★ SPF50+・PA++++ 70g 
3,700 円 

（税込 4,070 円） 
*1 アルファルファエキス、マタタビ果実エキス、マコンブエキス、イリス根エキス、グレープフルーツ果実エキス、セイヨウナツユキソウ花エキス、スイカズラ花

エキス、アスコフィルムノドスムエキス、ローズマリー葉エキス、エチナシ葉エキス、シャクヤク根エキス、ヒオウギエキス、レンゲソウエキス、ブドウ葉エキ

ス、キハダ樹皮エキス、キウイエキス、サボンソウ葉エキス（全て保湿成分）*2 ポリアクリル酸アルキル（C10-30）（被膜形成剤）、メトキシケイヒ酸エチルヘキシ

ル（紫外線吸収剤） 
※表示価格は、希望小売価格です。 

 
 

 

 

 

 

 
株式会社ノエビア 
カウンセリング事業部 営業企画グループ  深尾・本間 
〒107-0062 東京都港区南青山 1-2-6 ラティス青山スクエア 5F 
TEL 03-6633-9946 FAX 03-3470-7007 MAIL news@noevir.co.jp 

＜マスコミの方からのお問い合わせ＞  

    
0120-401-001 【ノエビアお客さまサービス室】 
https://noevirstyle.jp オンラインショップ【ノエビアスタイル】 

＜お客さまからのお問い合わせ＞ 

https://www.noevir.co.jp/raysela/
https://noevirstyle.jp/


 
 

 

 

【「ノエビア レイセラ UV クリーム」、「同 UV ミルク」、「同 UV ジェル」共通特長】 

植物のちからと、ここちよさをテーマに、現代の肌環境を見つめてシリーズを

リニューアル。快適でやさしい使い心地と、UV カット力の強さを兼ね備えた

日やけ止めです。 

 

（1）厳選された 17 種類の植物&海藻エキス*1を配合 

ブルーライトを吸収する成分のアルファルファエキスや、マタタビ、マコンブを新たに加えた 17 種類の植物&海藻

エキスを配合。バリア機能をサポートし、うるおいに満ちた美しい肌をキープします。 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（2）密着プロテクトベール処方*2を新採用し、むらなく均一に紫外線をカット 

高い密着性により日やけ止め効果をキープしながら、快適でやさしい使い心地を追求しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）最高レベルの UV カット力と UV 耐水性★★で肌をしっかりと守ります 

国内最高レベルの UV カット力（SPF50+・PA++++）で、シミ・ソバカスや乾燥などの原因である紫外線（UV-
A・UV-B）から肌をしっかりと守ります。また、国内最高レベルの UV 耐水性★★で、ウォータープルーフ

タイプです。汗・皮脂にも強く、高い日やけ止め効果が持続します。 

 

（4）その他 

◆大気の汚れなどの外的ストレス*3をブロック 
紫外線はもちろん、大気の汚れなどの外的ストレスに着目し、肌を守る処方を採用しました。 

 

◆石けんで簡単に落とせます 

 

◆さわやかなシトラスハーブの香り 

 

～紫外線に反応してキャップの色が変化～ 

キャップ天面は、紫外線に当たると色が変わります。 
*1 保湿成分 *2 ポリアクリル酸アルキル（C10-30）（被膜形成剤）、メトキシケイヒ酸エチルヘキシル（紫外線吸収剤） *3 花粉・ちり・ほこりなどの空気中の微粒子 

角層 

紫外線 紫外線 紫外線吸収剤 紫外線吸収剤 

＜イメージ図＞ 

紫外線吸収剤を均一に 

分散させるネット構造 

 
 
 

塗布膜 

New New New 

アルファルファ 
マタタビ マコンブ 

ブルーライトを 
吸収する成分 

海藻 エチナシ 

キウイ 

グレープ 
フルーツ 

シモツケソウ スイカズラ ローズマリー イリス 

ヒオウギ  

 

レンゲソウ ブドウ オウバク サボンソウ シャクヤク 

＜新採用＞ 



 
 

 

【商品特長】 

 

 

 

ノエビア レイセラ UV クリーム 

お顔用 UV 耐水性★★ ウォータープルーフタイプ 

SPF50+・PA++++ 35g 3,500 円（税込 3,850 円） 

 

 

 

 

 

 

 

◆なめらかにのび、うるおいながら密着 

軽くてのびがよく、みずみずしい感触で肌になじむクリームタイプです。メイクアップベースとしてもお使いいた

だけます。皮脂吸着パウダー*1 配合で、メイクくずれしにくく、さらさらの仕上がりに。 

 

◆スキンケア成分を配合 

セラミドエッセンスカプセル*2 とキープモイスチュアオイル*3 を配合。乾燥を防ぎ、うるおいを保ちます。 

 
【ご使用法】 

基礎化粧品で肌を整えた後、適量を手にとり、お顔全体にむらなく均一になじませてください。落とすときは普段

お使いの洗浄料やクレンジングフォームをご使用ください。 
 
 

 

 

ノエビア レイセラ UV ミルク 

身体・お顔用 UV 耐水性★★ ウォータープルーフタイプ 

SPF50+・PA++++ 70mL  3,700 円（税込 4,070 円） 

 

 

 

 

 

 

◆さらっとした感触で肌にフィット 

軽くてのびがよく、さらっとした感触で肌にフィットする乳液タイプです。アクティブフィットベール*4 処方を採

用。肌の動きに合わせて柔軟に伸縮します。 

 

◆スキンケア成分を配合 

セラミドエッセンスカプセルとキープモイスチュアオイルを配合。乾燥を防ぎ、うるおいを保ちます。 

 
【ご使用法】 

2 層タイプのため、フタをしめたままよく振ってからお使いください。適量を手にとり、少量ずつ肌になじませま

す。ぬり忘れのないよう、むらなく十分な量をつけてください。落とすときは普段お使いの洗浄料やクレンジング

フォームをご使用ください。 
 
 
*1 マイカ、ヒドロキシアパタイト、酸化亜鉛 *2 セラミド NP（保湿成分）、コレステロール（基剤）、水添レシチン、ステアロイルグルタミン酸 Na（全て乳化剤）  
*3 ラウロイルサルコシンイソプロピル（保湿成分）*4 トリメチルシロキシケイ酸、ポリアクリル酸アルキル(C10-30)、マイクロクリスタリンワックス、トリポリヒ

ドロキシステアリン酸ジペンタエリスリチル（全て被膜形成剤） 

なめらかにのび、うるおいながら密着。最高レベルの UV カット力で快適に守り抜く 

                 

さらっとした感触で肌にフィットし、全身隙なく強力 UV カット 

                 



 
 

 

 

 

 

 

ノエビア レイセラ UV ジェル 

お顔・身体用 UV 耐水性★★ ウォータープルーフタイプ 

SPF50+・PA++++ 70g 3,700 円（税込 4,070 円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆みずみずしいジェルでここちよく UV カット 

ウォーターベースで、みずみずしく、軽くのび広げられ、お顔にも身体にも使いやすいジェルタイプです。高

密着オイル*1 配合で、ピタッと密着し、しっかり肌を守ります。 
 

◆スキンケア成分を配合 

セラミドエッセンスカプセル*2 とスーパーキープモイスチュア成分*3 を配合。乾燥を防ぎ、みずみずしい肌へ導

きます。 

 
【ご使用法】 
適量を手にとり、少量ずつ肌になじませます。ぬり忘れのないよう、むらなく十分な量をつけてください。落とす

ときは普段お使いの洗浄料やクレンジングフォームをご使用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*1 トリポリヒドロキシステアリン酸ジペンタエリスリチル（保湿成分) *2 セラミド NP（保湿成分）、コレステロール（基剤）、水添レシチン、ステアロイルグ

ルタミン酸 Na（全て乳化剤）*3 ヒアルロン酸 Na、水溶性コラーゲン、イソステアロイル加水分解コラーゲン AMPD、アセチルヒアルロン酸 Na、アセチルヒド

ロキシプロリン（保湿成分）  

みずみずしいジェルでここちよく、全身を強力 UV カット 
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